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南山学会の回想・これからの南山学会への提言
山本　和義
　もう 33 年も前のことになるが，1983 年度，私は南山学会の常任理事
の任に在って，「学術叢書」を制度化すべく，理事たちとそれを支える
事務局の職員たちと共に努力を重ねておりました。そして，そのころま
だ草創期にあった名古屋大学出版会の理事長・井関弘太郎教授や事務局
長・伊藤八郎氏らの関係者たちと度重なる協議を経て，多くの貴重なご
助言を得たのだった。名大では，出版会を，「名古屋大学」出版会では
なく，地域に開かれた名古屋「大学出版会」として育てて行こうと考え
ておられたことから，南山学会の企図する方向を好意的に受け止めてく
ださり，協議は順調に進捗した。
　他方，南山学会の中では，出版を引き受ける学術的業績の審査を巡っ
ての対立があり，学外者による審査を導入すべしとする私に対する風当
たりは思いのほか強く，「あなたは南山の教員を信頼しないのですか」
とまで言う人があったのである。
　そんな折しも，その年の 6月 13 日（月）の朝，大学へ赴く途上，聖
霊病院の前で，ヒルシュマイヤー学長（南山学会長）にばったり。大学
への道すがら，あれこれのおしゃべりに加えて，私は，学外者による審
査の問題についても相談しました。学長は，「あなたの方針を貫きなさ
い」と，きわめて強く後押ししてくださいました。その学長の突然の帰
天は，3日後（16 日早朝）のことでした。私は学長のことばに励まさ
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れて，自ら方針を曲げませんでした。
　私は，「学術叢書」の制度が今日に及んでいるのは，学外者を含めた
厳しい審査があってのことだと思っている。私のヒルシュマイヤー学長
への念いは，今も変わらない。
＊ 　　　　　　　　　　　　　　　＊
　私の在職中，南山大学に於ける論文発表の場は，『アカデミア』文学・
語学編と『南山国文・論集』の 2つがあり，私は，論文の内容，図版
の有無，紙幅等を考慮して，使い分けていました。2001 年 3 月の定年
退職の後に，京都大学の川合康三教授と大学院生の中島貴奈さんを煩わ
せて一書に編んでいただき，刊行した論文集『詩人と造物 ― 蘇軾論考』
（2002 年 10 月，研文出版）の中核を為す論文は，『アカデミア』に掲載
していただいたものである。
　さて，その論文集は，2013 年 5 月，中国社会科学院（中国の人文・
社会科学分野を統轄するアカデミー）の張剣研究員によって中国語訳さ
れ，系列下にある中国社会科学出版社から『詩人与造物 ― 蘇軾論考』
（324 ページ）として出版されたのである。
　幸いなことに，わが国に於ける宋代文学の研究者たちによって，
2014 年 1 月，日本宋代文学学会が組織され，2015 年 7 月，その学会誌『日
本宋代文学学会報』第 1集が中国社会科学出版社から刊行されたのであ
るが，恰もその動きと連動するかの如く，中国に於いても，中堅的な地
位に在る宋代文学研究者によって学会が組織され（2015 年），4月，『宋
代文学評論』第 1輯が中国社会科学出版社から刊行されたのである。両
国に於ける宋代文学研究の画期の訪れと看做し得るのではあるまいか。
　いま一つうれしいことは，『宋代文学評論』の第 1輯の中に，2人か
ら成る主編者の一人・周剣之氏（北京師範大学）による『詩人与造物』
の書評「能動的詩人与被創造的詩世界」が掲載されていることである。
周氏の書評は，拙著をていねいに読み込んで，今後の研究の方向を示唆
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するなど，私にとっても有益なものを含んでおり，中国に於ける宋代文
学研究の一つの方向を切り拓いてもいると思われる。まことにありがた
いことである。
　そして，それは私の退職ののち，南山大学に職を奉じている中国文学
研究者と共に行っている輪読会「南山読蘇会」の営みを励ましてもくれ
る。「読蘇会」とは，中国宋代のすぐれた文人官僚だった蘇軾（そ・しょ
く），号は東坡（とうば）居士の詩を読むの謂であり，1974 年の春，京
都大学を停年退官された小川環樹先生の指導を仰いで，若い研究者たち
が，（吉川幸次郎先生のもとで杜甫の詩を読んだ先蹤に倣って）蘇軾詩
の輪読会を始め（私はずっと名古屋から京都に赴いて出席していた），
1993 年 8 月の小川先生の逝去に至って中断していたのを，場を南山大
学に移して再開したのである。それから，この 3月末で，15 年を閲し，
回数は160回に及んでいる。もちろん徒に回数の多きを誇るは愚かしく，
小川先生の学的な誠実さをどれほど継承しているかを自ら厳しく問わね
ばなるまい。
　それに加えていま一つの新しい展開は，2007 年 6 月から，年に 2回（1
月と 6月），『アカデミア』文学・語学編の紙幅を割いて，輪読会での成
果を，「蘇軾詩注解（一）」の如きかたちで発表できるようになったこと
である。国内・国外の研究者との交流を考えると，その意義はまことに
大きい。われわれは開かれた場に在って，自らの学問を深化させねばな
るまい。
　南山学会が，その会員の学問を開かれた場に一層強く押し出してくだ
さることを，私は切に願っている。
